花びらの 内側の 管状 花を 抜き取る 顔 描き。 その 下から 見える 目 や 口の 黒い 部分が オイルの 原料と なる 種子 


2  〇 1 5 年、 城 南 南部 農地 保全 協議会の メンバ— で 開園した 
「大 貝須の ひまわり 畑」。 毎年、 7 月 中旬から 開花が 始まり、 

8 月は 遅咲きの 大輪の ひまわりが 鑑賞で きます。 

協議会では その 種子から オイルを 搾油す る 体験を はじめ、 
稲作 や 野菜の 収穫、 ヤギとの 触れ合い などの 農業 体験 も 開催。 
子どもから 大人まで 楽しめる 内容で 
農業の 魅力を 広めて います。 


体験 型 ひまわり 畑で 
農業と 地域を 活性化 

古くから 農業が 盛んな 桑 名 市 城 
南 地区。 高齢 化 や 後継者 不足な どに 
ょる 生産者の 減少は この 地 も 例外で 
はなく、 重要な 課題と なって います。 

2014 年、 農地 保全に 通じる 
後継者 づ くりや 地域 活性化に 取り 
組むべく、 城 南 南部 農地 保全 協議 
会が 発足。 大貝須 や 南 福 江、 城南萱 
町の 農業の 担い手で ある 山 本豊さ 
ん 、清水 正 明さん、 平野 博さん、 栗 
田昌弘 さんの 4 人が メンバ - — とし 
て そろいました。 「代々 受け継いで 
きた 生業と 農地を、 地元に 根差し 
た 活動で 次世代に 残したい といぅ 
共通の 思いが ありました」 と、 代表 
の 山 本さん は 話します。 

翌年、 オ フシ ー ズンの 小麦 畑を 
活用して 約 6000 平方 メ ー トル 
の ひまわり 畑を 才^ ~ プン しまし 
た ◦さらに、 収穫した 種子で 搾る ひ 
まわり オイル づ くり 体験を 企画。 
大貝須 の ひまわり 畑は 他の 名所と 
比べて 小規模で ある ことから、 収 
穫 体験な どの 付加価値を つけ、 来 


場 者を 集めました。 種子の 収穫は 
8 月下 旬から スタ 1 卜 ◦十分に 乾 
燥 させた 後、 10 月頃から 搾油を し 
始めます。 種子の 25 パー セントが 
油 分と される ひまわり。 乾燥 状態 
が 良好で あれば、 30 リットルの ポ 
リ袋 いっぱいの 種子から 約 500 
ミリリットルが 採取で きます。 

機械を 使用す る ものの、 あえて 
手間の かかる 昔ながら の 圧搾を 採 
用して います。 「どれ も 簡単では 面 
白くないです し、 『農業には こんな 
苦労が あるんだ』 と 知ってい ただ 
くの が とても 大切 だと 思います」 
と 平野さん。 ひまわり オィルは 美 
味し いと 大 好評。 豊かな 香り も特 
長で、 「油が 疲れない ので、 かなり 
の 数の 揚げ物が 揚げられる」 とい 
ぅ 参加者の 声 も 聞かれます。 

I 香の 収穫は やりがい と 
地域に 生まれた つながり 

大貝須 ひまわり 畑と いえば、 巨 
大 迷路 も 見どころの ひとつ。 子 ど 
もから 大人まで リピ - — 夕- — も 多 
く、 昨年は 500 人が 来場し まし 
た。 観賞 用に 比べて 背丈が 低い 採 


❿© © ❹ ひまわり 畑 おおが いす 

たくさん 及 笑顔 咲く い 
農業 体験を •■一 


城 南 南部 農地 保全 協議会 
のみな さん。 左から 栗 田 
昌弘 さん、 山本豊 代表、 清 
水 正 明さん、 平野 博さん 


1 *2_ 平均 30 分 ほどで 脱出で きる という 巨 
大 迷路。 小さな 子どもたちの 可愛い 帽子 
や 頭が あちらこちらに 3_ 巨大 迷路は 8 月 
上旬までで すが、 その後は 遅咲きの ひま わ 
りが 楽しめます。 4J 又穫 したての 種子。 
採油 用 は 種子 も 小ぶ り 5*6 J 余 草に かり 
出された ヤギ 隊。 今春 も 子 ヤギが たくさん 
誕生。 現在 約 20 頭が 飼育され ています 
7_ 昨年の 8 月下 旬に 行われた 手に よる 稲 
刈り 体験の 様子。 親子で 參加 する リピー 
ターが 多いです 


ひま わ 0 畑 おおが いす 

場所: 桑 名 市 大貝須 478 付近 

■稲刈り 体験 

日時/ 8 月 25 日 (土) 9:30~ 

手 作業での 稲の 別り 取り、 稲 架 掛けを 体験し ます。 
収穫した 米は 9 月に 精米し、 おにぎりで 味わいます。 
※活動の 詳細 や 体験への 参加 申込みは 
facebookr ひまわり 畑 おおが いす」、 

「ヤギと きどき 里 f 菜」 


内容 や 遊びの 充実を 目指す メンバ 
1 たち。 「ひまわり 畑 だけでなく、 
この 地を 訪れて くれる フアンを 大 
勢つ くらなければ と 思います ◦そ 
のなかから、 地域の 農業に 関心を 
寄せる 後継者が 生まれる 


かもしれ ない ので、 私た 
ちは 農業の 存続と 地域 
活性化を あきらめ ませ 
ん」 と、 山 本さん は 意欲 

をみ せます。 農業の 再興 

のみならず、 地域 も 盛り 

上げよう とする 城 南 南 

部 農地 保全 協議会の 挑 

戦は 続きます。 


油 用 ひまわり 。「子どもたちが 迷い 
込んでも 見つけ やすい」 と 保護者 
に 喜ばれて います。 

迷路を 手がける のは、 栗 田さん。 
「初年 度は 夢中で 作業す るぅ ちに 
自分が 迷路には まつて しまい、 い 
まどこに いるの かわから なくなつ 

た」 と 笑います。 畑 周辺の 土手の 雑 

草を はみ、 除草を 担う のは 大貝須 

ヤギ 組合が 飼育す る ヤギ。 メンバ 

1 は 開園 後 も 迷路の 手入れを 欠か 

さず、 期間 中は 3 回 ほど 整 腈し直 


します ◦巨大 迷路の ある 畑の 見頃 
は 7 月末で 終わり ますが、 8 月は 
遅咲きの ひまわりが 鑑賞で きる ほ 
か、 ひまわりの 花で 顔 描き や、 稲 刈 
りの 体験が できます。 

「そもそも 私は この 活動に 興味 
が あまりなかった のです が、 他の 

メンバ ーの 情熱と 勢いに 巻き込ま 

れ た」 と 笑う 清水さん。 「こんなと 

ころに 誰も 来ない」 と 当初 メンバ 

丨は 半信半疑 だつ たといい ます 

が、 メンバ ーの 家族が SNS で 情 


報 発信を するな どした 成果 も あ 
り、 現在は 遠方からの リピ ー タ 1 
も 増えて います。 「活動を 通して 農 
家 同士、 横の つながり も 太くな り 
ました。 いまだ 何を する にも 試行 
錯誤で 赤字と 苦闘して いますが、 
やりがい や 楽しみ、 活動の 意義を 

みんなが 感じて います」 と 口を そ 

ろえ ます。 稲作 や 野菜 づ くりな ど、 

現在は ほぼ 通 年で 体験 事業を 実 

施。 農業の 魅力を 発信して います。 

認知 度の さらなる 向上と、 体験 
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